
人工頭脳プロジェクト ー東大入試に迫るコンピュータから見えてくるものー 

連絡先： 国立情報学研究所  社会共有知研究センター 
TEL : 03-4212-2722       FAX : 03-4212-2722 

東ロボくん センター模試成績表 

ロボットは東大に入れるか 
～東ロボくん、代ゼミ模試に挑戦～ 

1980年代から近年まで、人工知能に関する知見や技術
は、細かく分かれた分野ごとに蓄積されてきました。
この研究では、東大合格という明確なゴールのもと、
それらを融合し、新たな技術を生み出すことを目標と
しています。 

東ロボくん 代々木ゼミナール模擬試験受験結果  

どんな研究？ 

何がわかる？ 
コンピュータの性能が向上し、使えるデータも爆発的
に増えた現在、人工知能はどれほど知的になったので
しょうか？  
また、その知性に限界はあるのでしょうか？  
人間の「試験問題を解く能力」との直接的な比較に
よって、それらを把握することが可能になります。 

新井紀子 相澤彰子 穴井宏和 石下円香 稲邑哲也 岩根秀直 宇野毅明 狩野芳伸 川添愛 
神門典子 佐藤理史 田然 藤田彬 松崎拓也 宮尾祐介 横野光 

センター模試：人間の得点・偏差値との比較 

東ロボくん 東大プレテスト（数学）成績 現時点で、東ロボくんが合格できる大学はある？ 

2021年度の 
東大合格を目指して 
頑張っています。 

協力：学校法人高宮学園様  
2013年度、東ロボくんは代々木ゼミナール主催の第１回全国センター模試と東大プレテスト
（数学）に挑戦しました。東大プレテスト数学では合格者平均よりも高い偏差値をマークし、 
センター模試では、400超の大学でA判定が出ました。 



公立進学校に通う高校生男女70名
（約半数が日本史履修者）

調 査 対 象 者

教科書 山川出版 東京書籍 両方

snippet p t s p t s p t s

世界史2013 38 36 24 51 41 37 58 51 38

世界史2012 58 43 35 22 19 43 28 22

世界史2011 51 37 53 31 32 53 36 35

日本史2013 41 56 45 49 39 41 41 44 45

日本史2012 42 38 26 25 28 31 29 26

日本史2011 36 32 30 24 17 36 31 20

海洋は地球の表面積の７割を占める。
人間にとって海は，日常の生活圏を超
えた世界の人々との出会いと接触の
機会を提供してきた。海を越えた移動
と交流や海軍力について述べた次の
文章Ａ～Ｃを読み，以下の問いに答え
よ。

Ａ
古来，(1)インド洋は東西間の活発な海

上交通の舞台であった。そのインド洋
を越えて，インドから様々な人や物資，
思想・文化が東西の他地域へと渡って
いった。(2)インドで発達した宗教や文

化を伝えた学者・宗教者，各地の港市
を拠点に海上交易に従事した商人，さ
らには巡礼者など，海を越えていった
人々の動機や目的地は様々であった。
…

問２
下線部(2)について述べた文として正

しいものを，次の①～④のうちから一
つ選べ。

①スリランカ(セイロン)に上座部仏教
が伝播した。
②サーンチーのストゥーパは，ヒン
ドゥー教の建造物である。
…

問題文と
選択肢から

キーワード
セット
抽出

教科書内の
キーワード
分布から

最も関連の
ある部分の
関連度を
計算

関連度が
最も高かった
選択肢を
解答

システム構成図

得点表

世界史の問題例

Mean SD 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1. 検索回数（問１） 2.93 2.27

2. 検索回数（問２） 3.30 1.80 .29 *

3. 該当知識記載ページ表示回数（問２） 1.43 0.53 .21 .44 **

4. 含意できた事項数（問１） 1.39 0.60 -.21 -.28 * .23

5. 含意できた事項数（問２） 3.36 1.55 -.16 -.17 .33 ** .22

6. 日本史への有能感 1.93 1.09 .09 .17 .32 ** -.05 .05

7. 文章読解への興味 2.83 0.78 .16 .23 .18 .08 -.02 -.01

8. 文章読解への有能感 2.67 0.87 -.03 .11 -.06 -.10 -.11 .10 .56 **

9. PC使用頻度 2.49 1.42 -.12 .00 -.14 -.04 -.22 .12 .20 .12

10. 検索エンジンの使用頻度 4.47 0.90 -.04 -.09 -.14 .05 .14 -.05 .05 .02 .13
** p < .01, * p < .05

問題①：平安時代の摂関政治では摂政・関白な
どの役職だけではなく、藤原詮子や藤原彰子な
どの女性も重要な役割を占めていた。その理由
を１００字から１５０字でまとめよ。

問題②：鎌倉幕府では荘園や公領を管理支配す
るために地頭が置かれたが、この地頭はどのよ
うな名目で設置され、その後、承久の乱を経てど
のように変化していったのかを、「荘園領主」「地
頭請」「下地中分」の３つのキーワードを使って１
５０字から２００字でまとめよ。

出 題

イ ン タ フ ェ イ ス

・日本史教科書内を検索可
能（文字列マッチのみ）

・検索結果のコピー＆ペー
スト可能

使用 資料検索/回答編集

表：「調査対象者の能力・特性（自己診断）」と「解答行動上の特性」の間の相関関係
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知識源から必要十分な情報を抽出し、

目的に合わせて要約する力とは…

図：履修・非履修別の評価基準含意率

評 価 基 準

回答

評価

含意すべき事項を設定
（日本史専門家が策定）
・問題①：a,bの2項
・問題②: a~gの7項

例：地頭設置の名目として，
源義経追討が示されてい
るか（問題②）

ロボットは東大に入れるか

狩野 芳伸 藤田 彬

連絡先：狩野芳伸 (Yoshinobu KANO) ／科学技術振興機構 さきがけ研究者 TEL/FAX： 03-4212-2672 Email：kano@nii.ac.jp

藤田彬 (Akira FUJITA)           ／ コンテンツ科学研究系特任研究員 TEL/FAX： 03-4212-2722 Email：a-fujita@nii.ac.jp

～ 知識の適用による社会科系科目突破へのアプローチ ～






	D07-torobo-01
	人工頭脳プロジェクト　ー東大入試に迫るコンピュータから見えてくるものー

	D07-torobo-02
	D07-torobo-03
	D07-torobo-04

